
 

 

   武蔵野市教育委員会の所管する計画の策定に関する審議会設置     

   条例  

 

 （設置）  

第１条  武蔵野市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が所管する計

画の策定に関し必要な事項について調査及び審議を行うため、武蔵野市教

育 委 員 会 の 所 管 す る 計 画 の 策 定 に 関 す る 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い

う。）を設置する。  

 （計画の策定）  

第２条  教育委員会は、教育に関する施策の基本的な方向性を示すため、次

に掲げる計画を策定する。  

 (1) 武蔵野市学校教育計画  

 (2) 武蔵野市生涯学習計画  

 (3) 武蔵野市スポーツ推進計画  

 (4) 武蔵野市図書館基本計画  

２  前項各号の計画（以下「各計画」という。）の総体を、教育基本法（平

成 18年法律第 120号）第 17条第２項に規定する教育の振興のための施策に

関する基本的な計画として位置付ける。  

 （所掌事項）  

第３条  審議会は、教育委員会の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査

及び審議し、その結果を教育委員会に答申する。  

 (1) 各計画の策定に関する事項  

 (2) 前号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める事項  

 （組織）  

第４条  審議会は、第２条第１項の規定により策定する計画ごとに設置する

ものとし、教育委員会が当該計画の内容に応じて委嘱し、又は任命する委

員 15人以内をもって組織する。  

２  審議会の委員の任期は、前項の規定による委嘱又は任命の日から前条の

規定による答申の日までとする。  

（守秘義務）  

第５条  審議会の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その

職を退いた後も同様とする。  
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 （報酬）  

第６条  審議会の委員の報酬及び費用弁償は、武蔵野市非常勤職員の報酬、

費用弁償及び期末手当に関する条例（昭和 36年２月武蔵野市条例第７号）

に定めるところによる。  

 （計画の点検及び評価）  

第７条  各計画の点検及び評価については、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律（昭和 31年法律第 162号）第 26条第１項の規定に基づき教育委

員会が行う点検及び評価をもって実施するものとする。  

 （委任）  

第８条  この条例に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な

事項は、教育委員会が別に定める。  

   付  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、令和５年４月１日から施行する。  

 （武蔵野市非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部

改正）  

２  武蔵野市非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部

を次のように改正する。  

  （次のよう略）  



   武蔵野市教育委員会の所管する計画の策定に関する審議会設置     

条例施行規則  

 

 （趣旨）  

第１条  この規則は、武蔵野市教育委員会の所管する計画の策定に関する審

議 会 設 置 条 例 （ 令 和 ５ 年 ３ 月 武 蔵 野 市 条 例 第 14号 。 以 下 「 条 例 」 と い

う。）の施行について、必要な事項を定めるものとする。  

 （用語）  

第２条  この規則で使用する用語は、条例で使用する用語の例による。  

 （組織）  

第３条  審議会の委員は、次に掲げる者をもって組織し、教育委員会が委嘱

し、又は任命する。  

 (1) 学識経験のある者  

 (2) 武蔵野市立小学校又は中学校の校長  

 (3) 計画ごとに別表に掲げる者  

 (4) 公募による市民  

 (5) 市の職員  

 (6) 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者  

２  別表に規定する武蔵野市図書館協議会委員のうち公募による市民である

者は、前項第４号の公募による市民とみなす。  

 （会長及び副会長）  

第４条  審議会に会長及び副会長１人を置く。  

２  会長は委員の互選によりこれを定め、副会長は委員の中から会長が指名

する。  

３  会長は、会務を総括し、審議会を代表する。  

４  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。  

（会議）  

第５条  審議会の会議（以下「会議」という。）は会長が招集する。ただし、

会長及び副会長がともに選任されていないとき又は事故があるとき若しく

は欠けているときの会議は、教育長が招集する。  

２  会議は、委員の半数以上の出席がなければ、これを開くことができない。  

３  会議は、公開とする。ただし、個人の秘密の保護、正当な利益の保護等

のため審議会が必要と認めるときは、これを公開しないことができる。  

４  審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

会長の決するところによる。  



５  審議会は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求

め、説明又は意見を聴くことができる。  

６  条例第５条の規定は、前項の規定により出席を求められた者について準

用する。この場合において、同条中「委員」とあるのは「会議に出席を求

められた者」と読み替えるものとする。  

 （点検及び評価）  

第６条  各計画の策定にあたっては、条例第７条の規定により実施する各計

画の点検及び評価の結果を反映するものとする。  

 （庶務）  

第７条  審議会の庶務は、各計画を所管する課において処理する。  

 （委任）  

第８条  この規則に定めるもののほか、審議会について必要な事項は、教育

長が別に定める。  

   付  則  

 この規則は、公布の日から施行する。  

別表  

計画名  関係者  

武蔵野市学校教

育計画  

武蔵野市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会を代表する者  

武蔵野市開かれた学校づくり協議会委員  

武蔵野市青少年問題協議会地区委員会委員長会議を代

表する者  

武蔵野市生涯学

習計画  

武 蔵 野 市 社 会 教 育 委 員 （ 第 ３ 条 第 ２ 号 の 委 員 を 除

く。）  

公益財団法人武蔵野文化生涯学習事業団の職員  

武蔵野市スポー

ツ推進計画  

武蔵野市体育協会を代表する者  

武蔵野市スポーツ推進委員協議会を代表する者  

公益財団法人武蔵野文化生涯学習事業団の職員  

障害者スポーツの振興に取り組む団体の関係者  

武蔵野市内におけるスポーツに関係する団体の関係者  

武蔵野市図書館

基本計画  

武蔵野市図書館協議会委員（第３条第２号の委員を除

く。）  

 

 


